










人口 7000 万人以上のトルコ共和国において約 2000 万人の「アレヴィーAlevi」の人々
がいると言われる。Alevi の語義は「アリーの」「アリーの信奉者（支持者）」といった意














































































































































































































一つは、宗務庁が配布した 2007 年の文書である。モスクの中にはられたこの通達は 12
の禁止事項が書いてある。それはモスクや廟（そして墓）に関連した願かけであった。こ
れらはアダック（願かけ）であるが、大部分が通常のアレヴィーのする行動に関連したこ
とである。これらは宗務庁が禁止するほどに人々が（イスラームの考え方に反して）実践
していることであると言える。12 項目の禁止事項とは、次ぎのものである。「廟や墓への
願かけ」「犠牲獣を切る願かけ」「ロウソクを灯すこと」「布きれを結びつけること」「石や
お金を壁にくっつけること」「廟内を腰をかがめ、ひざまずいて移動すること」「お金を投
げ入れること」「食べ物を置くこと」「柩などに手や顔をこすりつけること」「廟や墓で病気
治しをすること」「廟や墓の周りを回る願かけ」「廟の中で寝泊まりして病気治しをするこ
と」などがある。 
これらの大部分は、これまでの観察からすると、トルコ・アレヴィーに特徴的な行動で
ある。それらに対して、イスラーム行政の側である宗務庁からは禁止の方向がとられ始め
たことが分かる。そこにはバルム・スルタン廟の前にある木にもおびただしい願かけが寄
せられているが、そこに禁止の掲示が出て、監視もついたことがあった。これからしても
願かけに対する禁止の強化、より厳格なイスラームに寄せた掲示ということができる。宗
務庁の方針の背後にイスラームの神学部の影響があり、以前に比べるとより厳格になって
来ているということができる。ここには一般のアレヴィーに対する政府・宗務庁（背後に
イスラーム）の姿勢が読み取れるのである。 
 
（第 5章）イスラームとの関係のもう一つのことはクルバンである。クルバンとは犠牲獣
という意味とそれを切るという意味までをも持つ場合がある。 
イスラームの考え方からすると、犠牲祭に行なわれる犠牲獣を切ることは、イスラーム
の五行にも即した行為であると考えられる。ところがそれをハジュベクタシ町でみる限り、
クルバンはアレヴィーたちにとって特徴的な行動であることが分かった。なぜなら犠牲獣
の販売数を数えてみると、犠牲祭における犠牲獣の販売数よりもはるかに多い販売数が犠
牲祭以外の月に見られたからである。その原因の一つは、アレヴィーたちが集まる記念祭
や集会や行事であるから犠牲獣を購入して犠牲獣を切るのである。しかもアレヴィーの考
え方からすると、それは「願かけ」のために切るのであった。彼らは願かけとして切るが、
ムスリムとしてクルバンのためにと考えることは少ないということが分かる。 
つまりこの町の場合、アレヴィー（アレヴィー＝ベクタシやトルコ・アレヴィーに限ら
ない人々も集まる）ばかりではなく、記念祭や行事の場合にはアレヴィー以外の人々も数
多く集まることがあり、そのような人々からすると願かけとしてクルバンを購入して犠牲
獣を切っていることが分かる。 
 
（第 6章）さらに病気治しという観点からアレヴィー集落を見ると、そこにも幾つかの特
徴が見られた。それをエゲ地方のイズミル市郊外におけるアレヴィー集落を見ると、複数
の医療体系が存在していた。 
この地域における医療体系としても幾つか見られ、医者や病院などによる近代的な西洋
医療による治療（病気治し）もあれば、家の祖父祖母などの知恵者による病気治しもあり、
あるいは近所の知識を持った年長者の治療、民間で伝統的に病気治しの願かけにいって病
気治しをする伝統的治療や、薬草の知識を活用しての病気治しや健康維持もある。これら
を価値観と関係する「治療の順位付け」の視点で見ると、信頼を寄せるであろうと考えら
れる医者や病院の治療に、最初に関わることがなかった。「治療はお金」といった経済的な
理由と、身近な関わりを持たないものであるから、病院に行くときには手遅れであること
が多く、そうするとさらにお金をかけたのに治らないといった、不信の連鎖にはまる。調
査した時期とは二十年近くたっているので、変化しているであろうが、90年代半ばの頃に
は、西洋医療よりも伝統的な医療に信頼を寄せることが多かった。家の中での治療が行な
われており、家庭医薬の知識についても、古代ギリシャ・ローマからの書籍や民間で語り
継がれてきた知識情報が家庭内に蓄積されていた。そして、薬草使用の治療は根強く行な
われてきており、昔からの香料・薬草・砂糖を扱うアクタールやバハラトチュが利用され
ているところからも伝統医療に信頼が置かれていることが分かる。しかし、現在では経済
的な問題の解決と科学に関する教育の充実があるならば、近代的な西洋医療について信頼
回復する余地はあるように考えられる。 
もう一つ指摘できることは、調査をした集落はアレヴィー（実際はタフタジュ）の村で
あった。エスニック集団であるアレヴィーとして、若者たちが新しい動きを作り出せるか
という時期であった。逆に言うと、まだ偏見や被差別の意識が強い時期であったので、ス
ンニー派ムスリムと線が引かれるとするならば、「アレヴィー」としてのまとまりを持つ必
要があった。そのために大都市イズミルの大病院に行く前に、まず自分の家や近所の知識
を持つ人々に関わりを持つようになることは十分に考えられることであろう。 
 
（おわりに）以上、トルコ・アレヴィーの概念が現われ、90 年代にはマスコミにも取り上
げられ、広く知られるようになった。一つの勢力を持ち、政治的に力を持ち始めていった。
しかしアレヴィー概念同様、その中に含まれる集団は複数あり、方向性は多様であった。
その中でも、イスラームにとの関連が顕著に問題となった。イスラームあるいは政府、宗
務庁などとの関係が問題となって現れてきていた。 
ジェム儀礼を見ると共同体の秩序を整序する機会を提供しているようにも見て取れた。
また都市部のアレヴィーを見る限り、幾つかの方向性の中に、「愛」を重視する方向性も見
られた。比較的若者層にその方向性が見られた。都市部においては複数以上の伝統が寄り
集まることから、新しくアレヴィーを再編成、あるいは伝統的なアレヴィーを現代化させ
ることによる変容が見られる可能性が見られる。またアレヴィーに特徴的な願かけがイス
ラームとの間に軋轢を生みつつある。これは今後も、変化していく可能性がある。 
